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平成 1９年３月 2０日  

第十管区海上保安本部 

 

 

平成１８年度の漂流予測を振り返って 

 第十管区海上保安本部では、海難発生時の捜索区域設定等に漂流

予測を実施しています。 

平成１８年度は、５２件の漂流予測を行い、合計７名の人命救助

に繋がりました。 

 

１ 平成１８年度の漂流予測事案件数と主な事例 

平成１８年度は現在まで、予測事案件数が５２件ありました。内訳は、海

中転落等の行方不明２８件、油流出１件、木材等の漂流物２１件、その他２

件となっています。 

漂流予測の結果が救助に繋がった例としては、７月の宇治群島ダイバー行

方不明（４名救助）、２月のマグロ延縄漁船幸吉丸（３名救助）の事案があ

りました。 

 

２ 漂流予測とは？ 

平成９年１月にロシア船籍ナホトカ号の海難が発生し、二つに折れた船首

部が、福井県三国町沖に漂着して大量の重油が流出し、周辺海域に多大な環

境被害をもたらしました。海上保安庁では、これを契機に漂流予測の一層の

精度向上に努め、流出油以外にも様々な漂流物に対応した漂流予測プログラ

ムを開発するなど、今日では、油流出以外の海難発生時等の捜索区域設定等

にも活用しています。 

 




